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各医療機関の長　殿
茨城県保健医療部長　　

指定難病の臨床調査個人票及び小児慢性特定疾病の医療意見書のオンライン化に係る調査
について（依頼）

　平素から本県の保健医療業務の推進につきましては、日頃より格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
標記のことについて、厚生労働省は、指定難病（以下「難病」）及び小児慢性特定疾病（以下「小慢」）データベースに保存される臨床調査個人票・医療意見書（以下「臨個票等」）の精度向上のため、臨個票等のオンライン登録化に向けて準備を進めております。
それに伴い、本県においても各指定医療機関の臨個票等オンライン化導入について県内医療機関の意向を調査させていただきたいと考えております。
つきましては、下記手順のとおり、各資料をご確認の上、オンライン化を希望する医療機関におかれましては、調査票をご提出いただくようお願いします。

記
１　提出資料
　　別添　調査票
　　※オンライン化導入を希望しない場合、提出は不要です。
　　※今回オンライン化について「希望しない」としても、システム環境を整備いただき、指定医のID配布について県へ申請いただければ適宜導入可能です。
　　※セル・行・列の追加や削除は行わないでください。

２　提出期日・提出先
　　令和4年８月19日（金）までに、茨城県保健医療部健康推進課　難病対策担当あて「メール」で送付願います。（アドレス：yobo6@pref.ibaraki.lg.jp）

３　注意事項
　（１）添付資料の内容確認
　　　　必ず添付資料をご確認いただき、オンライン化の概要をご理解いただいた上で、導入についてご検討いただくようお願いします。
　　　※軽減される事務もありますが、新たに増える事務もあります（資料１参照）。また院内システムと対応させる場合、院内システム改修が必要になります。
（２）医療機関内での意向確認
　　　必ず貴機関内の指定医及び事務担当者等、院内関係者それぞれの意向を十分ご確認いただくようお願いします。
（３）医療機関のシステム環境改修に対する補助金（補助金に関する詳細は資料１参照）
　　　本調査票は「交付申請」ではありません。申請を希望する場合、別途「申請書」をご提出いただくようお願いします。
４　各資料の主な内容
資料１　オンライン化で想定されるメリット・デメリット
　　　　　　導入にかかるスケジュール
　　　　　　医療機関がオンライン化導入に係る院内システム環境整備を行うための補助金
資料 ２ オンライン化した場合の事務フロー
　　資料 ３ オンライン化した場合の臨個票等の作成・登録方法
　　資料 ４ オンライン化のために必要なシステム環境等
　　資料 ５ 指定医（医療機関）向け制度案内　　※資料２～４は、資料５からの抜粋
資料 ６ 医療機関向け周知資料（システム概要・接続要件等）
資料 ７ 業務フロー図（指定医ＩＤ払い出し）
資料 ８ ファイルレイアウト資料（zipファイル）
資料 ９ チェックツール仕様設計書・レイアウト定義書等（zipファイル）
資料10　FAQ
※資料２～10は厚生労働省作成の資料（一部資料は抜粋したもの）になります。

各資料は、県HP（下記アドレス参照）にも掲載しております。
（https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/yobo/shitpei/yobo/nanbyo/sindansyoonlinka.html）
問い合わせ先
茨城県保健医療部健康推進課
難病対策担当
難病担当：綿引　電話029-301-3220
小慢担当：小川　電話029-301-3214

